









































































的 木 見 ()7(大･TIJ:7品研)


















































































































































































































































































ムマ-使用行動 というものは掛 こ考慮 されていない｡
tool･usingー modification→ tool･making という公
式で考えるのが普池である｡
そこで人間に於けるハムマ一位用行動の起原･由来が
問題になってくる｡それは果して石器製作の開始に伴っ
て突発的に起ったものであろうか? 推定ではあるが
そうとは考え姓い｡それには若干の板拠がある｡即ち
現生笠長類にみえるハムマ～使用行動がそれである｡
LondonZooでの偶然観察例として,capuchinの骨ハ
ムマー使用による木の実割りがあり,また野外奴窮例と
しては,Liberiaの野生 Climpの報告がある｡後者は
岩石-ムマーによる木の実割りの実例である｡これから
推定すると. hominidは石器の魁作を始める前に既に
ハムマーを使用していた可能性がある｡
但し,ここで人間を含む primatesのハムマ一班用行
動には下記のような2大区分が必要になる｡従来の研究
ではその点の認識があいまいだが,この区分を明確にす
ると問題の忠味もはっきりしてくる｡
(1) primarytool*としての-ムマ一位用
実例:木の実の殻割りに使う場合 (木の実が目
的)
(2) secondarytool蛸 としてのハムマー蚊m
実例:石の打割りに使う場合 (石岩旨が目的)
*primarytool一衣食住等韮本的必要を充たす
ための道具｡
**Secondarytool-道具を作るための道具｡
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